
３
月
５
日
、
中
国
全
人
代
（
国
会
）

が
開
幕
。
「
高
齢
化
と
人
口
減
、
社

会
保
障
の
不
備
、
地
方
財
政
な
ど

『
夕
暮
れ
国
家
』
が
抱
え
る
問
題
は

多
岐
」
（
「
日
本
経
済
新
聞
」
）
と

い
つ
も
な
が
ら
の
揶
揄
と
悲
観
論
が

囁
か
れ
て
い
ま
す
。

中
国
は
外
部
条
件
の
悪
化

（
ト
ラ
ン
プ
の
高
関
税
攻
勢

や
「
米
国
に
よ
る
ガ
ザ
所
有
・

地
区
住
民
追
い
出
し
」
宣
言

な
ど
の
暴
力
主
義
）
に
キ
ッ

パ
リ
と
対
抗
し
な
が
ら
、
経

済
目
標
と
方
針
を
定
め
て
い

く
よ
う
で
す
。
全
人
代
の
内

容
は
次
々
号
で
検
討
、
皆
さ

ん
も
報
道
に
ご
注
目
を
。

ト
ラ
ン
プ
第
１
次
政
権
（
ト
ラ
ン

プ
Ⅰ
）
は
「
中
国
を
最
大
の
脅
威
」

と
し
て
貿
易
戦
争
を
し
か
け
な
が
ら
、

従
来
の
対
中
融
和
政
策
と
絶
縁
し
ま

し
た
。
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ト
ラ

ン
プ
Ⅱ
は
「
ア
メ
リ
カ
第
１
主
義
」

を
掲
げ
世
界
全
方
位
に
脅
し
を
か
け

て
、
妥
協
・
屈
服
を
引
き
出
す
作
戦

に
出
て
い
ま
す
。

中
国
は
ど
う
対
応
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ト
ラ
ン
プ
は
２
月
の
対
中
10

％
追
加
関
税
発
動
に
続
き
、
３
月
に

は
さ
ら
に
10
％
関
税
上
乗
せ
を
決
定

し
ま
し
た
。
中
国
は
こ

の
脅
迫
に
屈
服
せ
ず
、

ト
ラ
ン
プ
の
支
持
基
盤

産
業
に
集
中
し
て
報
復

関
税
を
発
動
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
が
対
中
60

％
関
税
を
最
終
目
標
に
、

妥
協
と
屈
服
を
次
々
に

迫
っ
て
く
る
こ
と
を
見

ぬ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
が
妥
協

し
各
国
が
そ
れ
に
追
随
す
れ
ば
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
構
）
が
築
い
て

き
た
「
自
由
貿
易
の
ル
ー
ル
」
や

「
国
際
協
調
に
よ
る
世
界
経
済
の
発

展
」
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。

（
山
本

恒
人
）

中
国
百
科
一
口
メ
モ

全
国
人
民
代
表
大
会
（
全
人
代
）

は
国
会
に
相
当
し
、
憲
法
上
の
最
高

国
家
権
力
機
関
と
な
る
。
一
級
行
政

区
・
軍
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
閉
会
中

は
全
人
代
常
務
委
員
会
が
そ
の
職
務

を
担
う
。
全
人
代
と
同
時
期
に
開
催

さ
れ
る
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
は
、

民
主
党
派
・
各
種
団
体
・
無
党
派
人

士
で
構
成
、
全
人
代
を
補
佐
す
る
。
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２
月
１
日
城
東
生
活
と
健
康
を

守
る
会
の
事
務
所
を
借
り
て
水
餃

子
を
作
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
11

名
で
指
導
は
『
株
式
会
社
虹
の
ツ
ー

リ
ス
ト
神
戸
』
の
宋

敏
（
ソ
ン

ミ
ン
）
さ
ん
。

強
力
粉
を
練
っ
て
、
皮
か
ら
作

る
の
で
み
ん
な
麵
棒
を
前
に
や
る

気
満
々
。
宋
さ
ん
の
手
元
か
ら
目

が
離
せ
ま
せ
ん
。
生
地
が
い
い
具

合
に
ま
と
ま
る
と
30
分
休
ま
せ
、

そ
の
間
に
餡
を
作
り
ま
す
。
ニ
ラ
、

挽
肉
、
エ
ビ
を
混
ぜ
る
の
で
す
が
、

宋
さ
ん
か
ら
「
ニ
ラ
か
ら
水
分
が

出
る
の
で
熱
し
た
油
を
混
ぜ
込
む

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
」
と
。

餡
も
で
き
、
皮
の
生
地
を
宋
さ

ん
が
ち
ぎ
っ
て
く
れ
た
の
を
い
よ

い
よ
麵
棒
で
一
枚
一
枚
伸
ば
し
て

い
き
ま
す
。
皮
を
作
る
人
、
餡
を

包
む
人
と
順
調
に
作
業
は
進
み
大

鍋
で
茹
で
あ
げ
て
「
サ
ア
い
た
だ

き
ま
す
」
。

宋
さ
ん
が
朝
早
く
起
き
て
の
手

作
り
の
辣
油
も
添
え
て
、
み
ん
な

大
奮
闘
の
後
の
ビ
ー
ル
も
お
い
し

く
大
成
功
。
会
食
し
な
が
ら
吉
林

省
出
身
の
宋
さ
ん
が
、
ど
う
や
っ

て
日
本
で
『
虹
の
ツ
ー
リ
ス
ト
神

戸
』
を
起
業
で
き
た
の
か
。
日
本

社
会
の
中
で
山
あ
り
谷
あ
り
の
奮

闘
に
心
が
動
き
ま
し
た
。

次
は
こ
の
縁
を
活
か
し
て
中
国

旅
行
に
繰
り
出
し
ま
す
か
？
こ
の

取
り
組
み
の
中
で
準
会
員
が
１
名

増
え
ま
し
た
。

（
森
脇

篤
子
）

城
北
支
部

待
ち
に
待
っ
た
餃
子
作
り

全
人
代
開
幕

中
国
、
欧
州
と
並
ん
で

タ
リ
フ
（
関
税
）
マ
ン
に
対
抗

中
国
に
は
世
界
遺
産
が
57
か
所
あ

り
（
２
０
２
３
年
９
月
現
在
）
世
界

で
２
番
目
に
多
い
国
で
す
。
女
性
部

で
は
１
年
間
に
わ
た
っ
て
中
国
の
世

界
遺
産
を
め
ぐ
っ
て
歴
史
や
文
化
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。

広
大
な
中
国
大
陸
を
河
北
・
西
北
・

西
南
・
華
南
・
華
東
・
東
北
・
華
中

の
７
つ
の
地
区
に
分
け
、
さ
ら
に
地

区
内
を
省
ご
と
に
分
け
講
師
厳
選
の

世
界
遺
産
を
６
回
に
分
け
て
学
び
ま

し
た
。

歴
史
的
背
景
の
あ
る
建
物
や
絶
景

の
自
然
ス
ポ
ッ
ト
を
講
師
＆
ガ
イ
ド

の
高
田
さ
ん
に
よ
る
映
像
と
お
話
は

毎
回
悠
久
の
世
界
へ
い
ざ
な
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
も
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
も
い
ら
な
い
世
界
遺
産
の
旅

を
堪
能
し
ま
し
た
。
（
浅
田

美
奈
子
）

中
国
世
界
遺
産
を
散
歩
し
よ
う

女
性
部
学
習
会

い
よ
い
よ
最
終
回
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」

の
舞
台
の
ひ
と
つ
宇
治
に
行
き
ま
し

た
。
宇
治
と
言
え
ば
、
戦
前
の
民
衆

政
治
家
で
生
物
学
者
の
山
本
宣
治
の

ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
訪

ね
た
。
11
月
23
日
、
京
阪
宇
治
駅
に

９
人
が
集
ま
っ
た
。
ま
ず
は
、
駅
近

く
に
あ
る
「
お
茶
と
宇
治
の
ま
ち
交

流
館
」
で
開
催
中
の
「
光
る
君
へ
大

河
ド
ラ
マ
展
」
を
覗
い
た
。
ド
ラ
マ

の
影
響
か
、
け
っ
こ
う
入
場
者
が
多

い
。宇

治
橋
を
渡
る
と
紫
式
部
石
像
が

あ
り
、
宇
治
茶
の
香
り
漂
う
平
等
院

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
歩
く
。
宇

治
川
に
沿
っ
て
歩
く
と
山
宣
の
実
家
、

旅
館
「
花
や
し
き
」
が

見
え
た
。
事
前
に
申
し

込
ん
で
い
た
の
で
、
資

料
館
に
案
内
し
て
も
ら

う
。
敷
地
の
庭
の
奥
に

土
蔵
の
よ
う
な
建
物
が

資
料
館
、
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

山
宣
は
、
若
く
し
て
『
共
産
党
宣

言
』
『
種
の
起
源
』
『
進
化
論
』
な

ど
を
学
び
、
人
道
主
義
者
や
キ
リ
ス

ト
教
社
会
主
義
者
と
交
流
を
深
め
た
。

１
９
２
８
年
第
１
回
普
通
選
挙
に
京

都
２
区
か
ら
立
候
補
し
当
選
し
た
。

帝
国
議
会
で
治
安
維
持
法
に
反
対

し
、
１
９
２
９
年
法
が
可
決
し
た
夜

に
右
翼
に
刺
殺
さ
れ
た
。

「
山
宣
独
り
孤
塁
を
守
る
、

だ
が
僕
は
寂
し
く
な
い
、
背

後
に
は
多
く
の
大
衆
が
支
持

し
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
言

葉
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

平
等
院
に
南
門
か
ら
入
る
。

さ
す
が
に
世
界
遺
産
、
外
国

人
も
多
い
。
平
等
院
の
本
尊

は
阿
弥
陀
如
来
、
開
基
は
藤

原
道
長
の
子
頼
道
、
１
９
９

４
年
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
宇

治
は
『
源
氏
物
語
』
の
「
宇
治
十
帖
」

の
舞
台
、
平
安
時
代
初
期
か
ら
貴
族

の
別
荘
が
営
ま
れ
て
い
た
。

向
か
い
側
の
飲
食
店
「
観
月
」
昼

食
タ
イ
ム
近
辺
の
飲
食
店
は
結
構
高

い
が
こ
の
店
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
、
食

後
は
宇
治
川
の
中
之
島
を
散
策
し
て

京
阪
宇
治
駅
に
戻
っ
た
。

（
西
岡

健
二

中
河
内
支
部

「
光
る
君
へ
」
と

山
宣
の
舞
台
の
宇
治
を
歩
く

女
性
部

世
界
遺
産
学
習
会

古
代
高
句
麗
王
国

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
な
ど

３
月
16
日
（
日
）
１
時
半

府
連
２
０
５
号

文
化
教
室

講
師：

高
田
佳
誉
子
さ
ん

５
月
か
ら
第
３
弾
「
ラ
ブ

リ
ー
中
国
古
典
編
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
「
ハ
ッ
ピ
ー
！

漢
詩
」
「
ナ
イ
ス
！
故
事
成

語
」
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
物
語
」

奇
数
月
の
第
３
日
曜
日

午
後
１
時
半
か
ら

日
中
府
連

２
０
５
号
室

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
女
性
部
学
習
会
）

前
田
尋

き
り
絵
展

神
戸
新
聞
連
載
の
「
ひ
ょ
う

ご
き
り
絵
探
訪
」
も
50
回
を
超

え
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
20
点

余
り
を
展
示
し
ま
す
。

北
区
西
天
満
裁
判
所
西
側

マ
サ
ゴ
画
廊

３
月
10
日(

月)

か
ら
15
日(

土)

11
時
か
ら
18
時

今
年
の
中
国
百
科
検
定

第
17
回
検
定

７
月
５
日(

土)

実
施
級

初
級
・
３
級
・
２
級

第
18
回
検
定

12
月
６
日(

土)

実
施
級

初
級
・
３
級
・
２
級

１
級
・
特
級

い
ず
れ
も
15
時
か
ら

初
級
受
験
を
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。
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２
月
８
日
と
９
日
、
関
西
大
学
堺

キ
ャ
ン
パ
ス
で
６
名
の
講
師
に
よ
る
、

第
１
回
Ｉ
Ｂ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
「
日
本
の

気
功
、
日
本
の
太
極
拳
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
８
日
の
日
本
の
気
功
基

調
講
演
は
村
川
治
彦
関
大
教
授
が
行

い
ま
し
た
。

黄
信
者
立
命
館
大
学
専
門

研
究
員
が
「
誇
る
べ
き
伝
統

か
、
排
除
す
べ
き
迷
信
か
、

現
代
中
国
に
お
け
る
気
功
の

揺
れ
る
立
場
」
を
テ
ー
マ
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
元

気
の
石
原
恒
冶
さ
ん
が
気
功

「
ス
ワ
イ
シ
ョ
ウ
・
背
骨
揺

ら
し
・
ス
ロ
ー
ム
ー
ブ
」
の

実
習
を
指
導
し
ま
し
た
。

９
日
は
太
極
拳
の
身
体
技

法
で
す
。
立
命
館
大
学
Ｏ
Ｉ

Ｃ
総
合
研
究
機
構
、
Ｉ
Ｂ
Ｓ

セ
ミ
ナ
ー
主
宰
の
蒲
生
諒
太

さ
ん
が
「
日
本
の
太
極
拳
、

そ
の
始
ま
り
と
違
い
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

健
身
太
極
拳
倶
楽
部
主
催
の
松
村

健
市
さ
ん
、
日
中
友
好
協
会
本
部
指

導
員
恒
岡
正
勝
さ
ん
、
楊
名
時
八
段

錦
太
極
拳
師
範
玉
森
幸
一
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
実
習
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｂ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

日
本
の
気
功
日
本
の
太
極
拳

第
９
回
大
阪
春
節
祭
が
１
月
31
日

か
ら
２
月
２
日
に
大
阪
文
化
館
・
天

保
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
城
北
支
部
の
６

名
と
府
連
中
国
語
教
室
の

２
名
は
、
２
月
２
日
（
日
）

に
大
阪
帰
国
者
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
合
唱
団
」
に

加
わ
っ
て
「
茉
莉
花
」

「
長
江
之
歌
」
「
ふ
る
さ

と
（
中
国
語
）
」
「
も
み

じ
（
日
本
語
）
」
の
４
曲

を
合
唱
し
ま
し
た
。

昨
年
秋
か
ら
３
、
４
回

合
同
で
練
習
し
、
帰
国
者

の
方
々
と
の
友
情
も
深
ま

り
、
本
番
の
合
唱
も
皆
気
持
ち
を
一

つ
に
し
て
上
手
く
歌
え
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
練
習
に
参

加
し
、
秋
の
中
秋
名

月
祭
の
舞
台
に
も
参

加
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

文
化
を
通
じ
て
帰

国
者
と
の
交
流
が
深

ま
り
、
ひ
い
て
は
日

中
友
好
に
寄
与
で
き

れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る

喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
西
脇

義
彦
）

城
北
支
部

大
阪
春
節
祭
の
舞
台
で
合
唱

白
楽
天
、
陳
鴻
（
ち
ん
こ
う
）
、

王
質
夫
（
お
う
し
つ
ふ
）
の
３
人
が
、

玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
物
語
を
語
り

合
っ
た
際
に
、
白
楽
天
が
長
歌
「
長

恨
歌
」
を
作
り
、
陳
鴻
が
散
文
で

「
長
恨
歌
伝
」
を
作
り
ま
し
た
。

『
白
氏
文
集
（
は
く
し
も
ん
じ
ゅ
う
）
』

に
「
長
恨
歌
」
と
「
長
恨
歌
伝
」
が

併
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

玄
宗
皇
帝
は
楊
貴
妃
に
非
常
な
愛

情
を
傾
け
、
楊
一
族
を
重
用
し
た
た

め
世
が
乱
れ
、
安
禄
山
の
乱
が
起
き

ま
す
。
玄
宗
は
楊
貴
妃
を
連
れ
て
都

落
ち
し
ま
す
が
、
そ
の
道
す
が
ら
臣

下
に
迫
ら
れ
、
楊
貴
妃
を
死
に
追
い

や
り
ま
す
。
再
び
都
に
戻
っ
た
玄
宗

で
す
が
、
楊
貴
妃
を
失
っ
た
悲
し
み

に
明
け
暮
れ
ま
す
。
そ
こ
へ
道
士
が

や
っ
て
来
て
、
術
を
使
い
楊
貴
妃
の

魂
を
捜
し
求
め
ま
す
。
楊
貴

妃
が
言
う
に
は
「
皇
帝
様
も

な
が
く
は
人
の
世
に
お
ら
れ

ま
す
ま
い
。
ど
う
か
お
身
体
に
ご
注

意
な
さ
っ
て
、
自
ら
お
苦
し
み
に
な

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
ま
せ
」
と
。
そ

の
年
、
玄
宗
は
病
で
亡
く
な
り
ま
す
。

楊
貴
妃
が
な
ぜ
玄
宗
の
愛
を
独
り

占
め
に
で
き
た
の
か
。
白
楽
天
の
長

恨
歌
に
は
「
承
歓
」
「
無
閑
暇
」
と

あ
り
ま
す
。
相
手
の
歓
び
に
う
ま
く

気
持
ち
を
合
わ
せ
、
玄
宗
の
傍
か
ら

片
時
も
離
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

陳
鴻
の
長
恨
歌
伝
は
厳
し
い
楊
貴

妃
評
価
で
す
。
「
ま
す
ま
す
あ
で
や

か
に
化
粧
を
し
て
、
機
敏
で
巧
妙
な

言
葉
づ
か
い
と
柔
順
で
情
の
こ
も
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
媚
態
で
…
」
「
才
能

と
智
恵
と
が
あ
り
、
甘
い
言
葉
で
取

り
入
る
こ
と
が
巧

み
で
…
」
「
玄
宗

の
意
思
を
忖
度
し

て
そ
れ
に
あ
わ
せ

る
…
」
と
。

玄
宗
は
「
天
上

に
あ
っ
て
は
比
翼

の
鳥
、
地
上
に
あ
っ

て
は
連
理
の
枝
に
な
ろ
う
ね
」
と
言

い
ま
す
。
し
か
し
都
落
ち
の
時
に
臣

下
に
責
任
を
問
わ
れ
、
楊
貴
妃
を
死

に
追
い
や
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
玄
宗
の
命
令
で
楊
貴
妃
の

魂
を
探
し
に
行
っ
た
道
士
は
、
楊
貴

妃
の
住
処
を
探
し
当
て
ま
す
。
し
か

し
侍
女
か
ら
「
た
だ
い
ま
お
休
み
中

で
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

言
わ
れ
長
く
待
た
さ
れ
ま
す
。

玄
宗
の
愛
も
、
楊
貴
妃
の
愛
も
、

ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
物
語
に
は
、
男
女
の
愛
な

の
か
そ
れ
と
も
皇
帝
と
宮
女
の
愛
な

の
か
と
い
う
二
つ
の
見
方
が
あ
る
よ

う
で
す
。

（
高
田

佳
誉
子
）

第
７
回

唐
代
伝
奇
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

長
恨
歌
伝
（
ち
ょ
う
ご
ん
か
で
ん
）

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
浅
野
摂

南
大
学
教
授
の
講
演
会
で
長
山
さ
ん
、

下
岡
さ
ん
の
話
に
大
き
な
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。
「
お
二
人
の
迫
力
あ
る

話
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
」
「
お
二

人
の
お
話
を
聞
い
て
涙
が
出
て
き
ま

し
た
。
」
「
お
二
人
の
お
話
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
気
持
ち
を
察
し
少
し

近
づ
け
た
と
思
う
。
」
「
帰
国
者
二

世
の
人
た
ち
と
顔
合
わ
せ
（
の
機
会
）

が
欲
し
い
。
」
「
二
世
の
方
々
の
体

験
を
聞
く
、
知
る
機
会
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
。
」
「
帰
国
者
の
声
を
一
方

的
に
聞
く
だ
け
の
会
で
は
な
く
、
質

問
を
し
た
り
意
見
を
言
っ
た
り
で
き

る
双
方
向
の
『
帰
国
者
を
囲
む
会
』

の
よ
う
な
も
の
を
開
催
で
き
な
い
か
？
」

等
々
、
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
（
講
演
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

「
中
国
帰
国
者
２
世
の
生
活
支
援
等

を
求
め
る
請
願
署
名
」
は
府
連
と
し

て
は
一
次
、
二
次
目
標
は
達
成
し
て

い
ま
す
が
、
全
国
的
に
は
ま
だ
約
６

万
５
千
筆
で
す
（
大
阪
府
連
１
２
２

９
４
筆
）
。
６
月
に
第
四
次
国
会
請

願
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
同
じ

趣
旨
の
請
願
署
名
で
も
、
国
会
が
変

わ
れ
ば
、
何
度
も
署
名
を
し
て
も
か

ま
わ
な
い
」
と
い
う
認
識
を
共
有
。

同
じ
人
に
署
名
を
依
頼
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
新
し
い
人
に
も
署
名
を
お

願
い
す
る
こ
と
（
本
部
帰
国
者
委
員

会
）
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
周
り
の

人
に
署
名
を
訴
え
ま
し
ょ
う
。

な
お
署
名
の
集
計
に
つ
い
て
一
部

混
乱
が
あ
り
ま
す
が
、
２
０
８
国
会

（
２
０
２
２
年
）
の
国
会
請
願
が
第

一
次
署
名
、
２
１
１
国
会
（
２
０
２

３
年
）
、
２
１
３
国
会
（
２
０
２
４

年
）
と
続
き
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
２
１
７
国
会
（
２
０
２
５
年
）

の
第
４
次
署
名
に
な
り
ま
す
。

（
石
井

勉
）

６
月
に
第
４
次
国
会
請
願
を
予
定

中
国
帰
国
者
２
世
の
生
活
支
援
請
願
署
名

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
太
極
拳

交
流
会
㏌
和
歌
山

５
月
10
日
か
ら
11
日
、
和

歌
山
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
・
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
、
久
し
ぶ

り
に
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
太
極
拳

交
流
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

会
場
は
JR
和
歌
山
駅
か
ら

15
分
、
宿
泊
は
紀
三
井
寺
近

く
の
温
泉
ホ
テ
ル
で
す
。

練
習
種
目
は
24
式
太
極
拳
、

48
式
、
扇
の
予
定
で
す
。

陳
式
太
極
拳
講
習
会

３
月
23
日
か
ら
北
ス
ポ
ー

ツ
体
育
館
で
第
51
回
講
習
会

が
始
ま
り
ま
す
。

第
６
期
１
回
目
は
引
き
続

き
第
４
段
を
練
習
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

３
・
８
学
習
講
演
会
と

事
務
局
長
会
議

日
中
友
好
協
会
本
部
は
激

動
の
情
勢
に
対
応
す
る
力
量

を
備
え
る
協
会
に
「
仲
間
増

や
し
推
進
期
間
」
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、
３
月
８
日
午
後

１
時
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

前
半
は
全
国
学
習
講
演
会

「
激
動
す
る
世
界
情
勢
と

中
国
さ
ら
に
日
中
関
係
」

講
師
は

増
田
正
人
氏

法
政
大
学
社
会
学
部
教
授

後
半
は
事
務
局
長
会
議
で
す
。

２
０
２
６
年
カ
レ
ン
ダ
ー

「
中
国

悠
久
の
旅
」

写
真
応
募
締
め
切
り
は

３
月
28
日
必
着
で
す
。

写
真
応
募
用
紙
は
府
連
事
務
局
へ

中
国
残
留
日
本
人

２
世
に
聞
く
会

４
月
19
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

国
労
会
館

１
階
ホ
ー
ル

長
山
さ
ん
、
下
岡
さ
ん
、

他
中
国
残
留
日
本
人
２
世

数
名
が
お
話
し
ま
す
。


